
で き こ と 

イオンの森 
コンサーか 

柏村のイオン柏ショッピングセンターで 

5 月13日、金木小学校吹奏楽部によるコン

サートが行われました。 

この日は、昨年に続き 2 回目の演奏で 

「今年もたくさんの人に私たちの演奏を楽

しんでもらおうとやってきました」と、 4 

年生から 6年生までの部員と応援にかけつ 

／へ けた金木中学校 1年生を加えた40人で、 

「ミリタリー・エスコート・マーチ』を始めに軽快な曲やしっとりした曲など9曲を披露しました。 

この中の『明日があるさ』では歌と踊りを入れ、集まった人と今年入部した 3 -4年生が、客席で手拍 

子を送り楽しんでいました。 

7- 

嘉瀬駅に桜膚木植樹 
嘉瀬小学校（校長＝封馬檀）の 1年生21人が 5月19 

日、嘉瀬駅構内に桜の苗木25本を植えました。 

これは、嘉瀬で精米業を営む伊藤広志さんが子供た

ちの健全な育成のためにと、津軽鉄道と嘉瀬小学校の

協力で行ったもので、苗木などは伊藤さんの寄付によ

り、児童たちがスコップを抱え込み一人一本づつ丁寧

に植えていました。 

伊藤さんは「今日植えた1年生が大人になって、自

分の子供に伝えるのが楽しみです。今後は金木駅、川

倉駅にも広めていきたい」と語っていました。 

芦野公園ククーンアップ 
天理教の青森教区西北第 2支部（支部長＝長谷川道

義）が晴天に恵まれた 5月13日、芦野公園の清掃を行

いました。 

これは、天理教で奉仕の日「ひのきしんデニ」とし

て、活動の一環で全国一斉に行われているものです。 

この日集まった参加者約100人は、 2班に分かれて遊

歩道周辺のゴミ拾いと花壇などの草取りを 2時間余り

にわたって行い、公園内をきれいにしてくれました。 

  

ノ 

広報かなぎ（6) 



朝野球開幕 
金木町朝野球協会（理事長＝藤元昭

逸）主催の平成13年度朝野球選手権大

会がA.B級合せて12チーム、228人が

参加して、 5月20日早朝、町運動公園

野球場で開会式が行われました。 

開会式は、前年度A級優勝のリラッ

クス、B級優勝のMAXからそれぞれ

優勝旗が返還され、協会会長の鳴海町

長が「ケガのないように、好試合がで

きるよう頑張ってください」とあいさ

つし、選手を代表してリラックスの岩

村弘男主将が「朝の眠さに負けず、一

生懸命頑張ります」と力強く選手宣誓。 

この後、抽選により朝日クラブ対のんべえずの試合が行われシーズン開幕となりました。 

今年は青森県大会が当球場で開催されることから、地元出場を目指し 7月末まで熱戦を繰り広げられま

す。 

  

 

事”円」 

  

  

  

   

こ 辱 せ唇 

5 3 0 運 動 
5月30日の「530（ごみゼロ）」にちなんで、金木

町消費者協会（会長＝福山初枝）の会員10人が金木シ

ョッピングセンターノア前で、ごみの減量化運動とク

リーン・オフ・キャンペーンを行いました。 

会員たちは、買物客の方たちに「ごみの減量化にご

協力お願いします」と呼びかけ、チラシとティシュペ 

ーパーを配りました。 

／一 	 ま ち の 

手作ク花苗寄付 
5 月15日、大東ケ丘サントピアホーム（園長＝花田

昭一）で、園生の実習を兼ね、芦野公園ふれあい広場

の花壇に花の苗を植えました。 

この日は園生12人が、作業実習中にホーム内のハウ

スで育てたサルビア、けいとう、マリーゴールドの 3 

種類500本を丁寧に植え、町に寄付しました。 

この色とりどりの花は、秋までの長い間咲いている

ので、訪れる人たちの目を楽しませてくれそうです。 

× 

   

 

× 

   

(7）広報かなぎ 



「
太宰
治
と
花
」
①
 

太
宰
治
直
筆
の
「
花
」
 
の
詩
が
、
 

三
十
数
年
ぶ
り
に
金
木
町
で
発
見
さ

れ
た
。
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
新

聞
・
テ
レ
ビ
な
ど
で
詳
細
に
報
道
さ
 

か
つ
あ
い
 

れ
た
の
で
割
愛
す
る
。
 

花
を
見
る
 

花
を
思
ふ
 

花
を
見
ず
 

花
を
思
は
ず
 

四
行
、
十
七
文
字
の
短
い
詩
だ
が
、
 

終
戦
後
ま
も
な
く
嘉
瀬
村
（
合
併
前
）
 

で
文
化
活
動
を
は
じ
め
た
青
年
た
ち
 

と
、
疎
開
中
の
太
宰
治
と
交
流
が
あ
 

っ
た
あ
か
し
で
も
あ
る
。
 

と
も
し
《
 

同
人
誌
「
灯

‘
 

故
山
中
正
津
さ
ん
は
、
「
戦後
の

暗
い
世
相
の
中
で
、
自
称
文
学
青
年

が
集
ま
っ
て
、
心
に
ク
灯
〈
を
と
も

そ
う
と
い
う
こ
と
で
同
人
誌
『
灯
」
 

を
発
行
し
た
の
で
あ
る
。」
（
か
たり

べ
1
2）
と
述
べ
て
いる
。
 

ガ
リ
版
印
刷
の
 
「灯
」
 
二
号
か
ら

十
八
号
ま
で
、
遺
族
の
好
意
で
研
究

委
託
さ
れ
て
い
る
。
残
念
な
が
ら

一
・
三
号
と
十
一
号
の
 
「花
」
掲
載
 
 

の
表
紙
が
な
い
。
 二
号
は
、
昭
和
一
一

十
年
十
二
月
三
日
発
行
な
の
で
、
 一

号
は
、
昭
和
二
十
年
十
一
月
と
推
定

で
き
る
。
 

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
の
終
戦

日
か
ら
、
三
ケ
月
目
に
同
人
誌
「
灯
」
 

を
発
行
し
て
い
る
。
嘉
瀬
地
区
青
年

の
心
意
気
と
、
文
化
活
動
へ
の
情
熱

を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

太
宰
と
の
交
流
 

昭
和
二
十
年
七
月
三
十
一
日
、
太

宰
治
一
家
は
、
金
木
町
の
生
家
に
疎

開
し
た
。
生
家
の
「
離
れ
」
で
『パ
ン

ド
ラ
の
厘
』
『十
五
年
間
』
『苦
悩
の

年
鑑
」
『冬
の
花
火
』
『春
の
枯
葉
』
 

『親
友
交
歓
」
『
トカ
ト
ン
ト
ン
」
な
ど

世
情
廊
机
の
作
品
を
書
い
て
い
る
o
 

こ
の
間
、
旧
青
森
中
学
校
後
輩
の

木
立
民
五
郎
氏
と
交
流
が
あ
っ
た
。
 

木
立
氏
の
旧
宅
は
、
現
在
の
嘉
瀬
吉

川
医
院
。
太
宰
治
は
よ
く
木
立
宅
を

訪
問
し
、
二
階
で
津
軽
の
文
化
酒
を

く
み
交
わ
し
た
と
い
う
。
 

木
立
氏
の
呼
び
か
け
で
、
太
宰
治

が
嘉
瀬
の
文
学
好
き
の
青
年
を
集
め

て
、
東
京
へ
送
る
前
の
生
原
稿
を
読

ん
で
聞
か
せ
て
い
る
。
場
所
は
旧
嘉
 
 

瀬
小
学
校
内
の
青
年
学
校
。
飯
塚
貞

雄
氏
の
配
慮
に
よ
っ
て
校
長
室
で
、
 

「冬
の
花
火
』
が
朗
読
さ
れ
た
。
 

ま
た
、
十
月
こ
ろ
嘉
瀬
観
音
山
に
 

「灯
」
 
の
会員
七
、
八
人
が
集
ま
り
、
 

ス
キ
ー
場
の
頂
上
で
ク太
宰
治
先
生

を
囲
む
集
い
ク
が
開
か
れ
た
。
「
こ

れ
は
、
雑
誌
社
へ
送
る
前
の
原
稿
だ

そ
れ
で
は
読
む
か
ら
聞
い
て
く
れ
。」
 

と
『
ト
カ
ト
ン
ト
ン
』
を
朗
読
。
ま
 

た
『
春
の
枯
葉
』
も
嘉
瀬
ま
で
来
て

朗
読
披
露
し
て
い
る
。
 

り
ん
ご
の
花
咲
く
こ
ろ
、
木
立
氏

の
り
ん
ご
園
に
四
、
五
人
が
集
ま
り
、
 

太
宰
は
鶏
を
器
用
に
解
体
し
、
鶏
鍋

料
理
で
宴
会
。
太
宰
自
ら
「
ド
ン
ド

ン
節
」
を
唄
っ
て
盛
り
上
が
っ
た
と

い
う
。
ま
た
、
中
柏
木
の
原
田
僚
さ

ん
宅
に
も
訪
問
し
て
い
る
。
 

「
灯
」
の表
紙
に
 
 

太
宰
治
と
交
流
を
深
め
た
山
中
正

津

・
沢
田
薫
の
両
氏
が
、
「灯
」
の

一
周
年
を
祝
う
た
め
に
太
宰
治
に
原

稿
を
依
頼
し
た
。
後
日
「
花
」
 
の詩

が
正
津
さ
ん
に
届
け
ら
れ
た
。
そ
し

て
 
「花
」
一
周
年
記
念
（
十
一
号
）
 

の
表
紙
を
飾
っ
た
。
作
家
太
宰
治
の

律
儀
さ
と
、
嘉
瀬
の
文
学
青
年
へ
の

優
し
い
エ
ー
ル
で
も
あ
る
。
 

詩
を
か
い
た
の
は
い
つ
か
。
「灯
」
 

十
号
は
、
昭
和
二
十
一
年
十
月
五
日

に
発
行
。
「花
」
表
紙
の
十
一
号
は
、
 

十
一
月
二
十
日
発
行
と
判
明
し
た
。
 

そ
の
前
後
、
昭
和
二
十
一
年
十
月
末

こ
ろ
、
今
か
ら
五
十
六
年
前
に
書
い

た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
 

花
と
太
宰
 

「花
を
見
る
 
花
を
思
ふ
 
花
を

見
ず
 
花
を
思
は
ず
」
 
の
詩
を読
ん

で
み
る
と
、
花
を
否
定
し
て
い
る
か

の
よ
う
に
読
み
取
れ
る
が
、
作
家
と

し
て
叫
舞
ど
文
学
の
本
質
が
込
め
ら

れ
て
い
る
と
思
う
。
 

『め
く
ら
草
紙
』
に

【く
に
は
青

森
で
す
。
爽
竹
桃
な
ど
め
ず
ら
し
い

の
で
す
。
私
に
は
、
ま
夏
の
花
が
い

い
よ
う
で
す
0

ね
む
o

麓
田
軍

球
 

は
す
 

日
ま
わ
り
。
爽
竹
桃
。
蓮
。
そ
れ
か

ら
、
鬼
百
合
。
夏
菊
。
ど
く
だ
み
。
 

み
ん
な
好
き
で
す
。】
 

【あ
あ
、
日
本
は
佳
い
国
だ
。
パ

ン
が
無
く
な
っ
て
も
、
酒
が
足
り
な
 
 

く
な
っ
て
も
、
花
だ
け
は
、
花
だ
け

は
、
ど
こ
の
花
屋
さ
ん
の
店
頭
を
見

て
も
、
い
っ
ぱ
い
、
い
っ
ぱ
い
、
紅
、
 

黄
、
白
、
紫
の
色
を
綴
い
咲
き
離
っ

て
い
る
で
は
な
い
か
。
 こ
の
見
事
さ
 

ほ
』
」
 

を
、
日
本
よ
、
世
界
に
誇
れ

ー
】
と
 

『新
郎
」
に
描
い
て
い
る
。
 

『女
生
徒
」
に
、
【
ぽか
ん
と
花

を
眺
め
な
が
ら
、
人
間
も
、
本
当
に

よ
い
と
こ
ろ
が
あ
る
、
と
思
っ
た
。
 

花
の
美
し
さ
を
見
つ
け
た
の
は
、
人

間
だ
し
、
花
を
愛
す
る
の
も
人
間
だ

も
の
。
】
太
宰
治
の
愛
し
た
花
は
、
 

壇
氏
の

一
文
に
よ
る
と
、
桃
の
花
、
 

ば
 
ら
 
あ
ざ

み
 

藤
の
花
、
普
薮
、
紫
露
草
、
前
だ
と

い
う
。
【
私
は
、私
の
皮
膚
か
ら
聞

い
た
。
 ぼ
ん
や
り
物
象
を
見
つ
め
て

い
る
と
、
そ
の
物
象
の
言
葉
が
私
の

肌
を
く
す
ぐ
る
。
た
と
え
ば
、
ア
ザ

ミ
。】
（
玩具
）
【
そ
の
と
きの
私
の

眼
に
は
、
隣
村
の
森
ち
か
く
の
電
燈

の
光
が
荊
の
花
に
似
て
い
た
の
を
記

憶
し
て
い
る
。】
（
めく
ら
草
紙
）
 

前
の
花
は
、紫
紅
色
の
花
が
咲
く
。
 

ち
な
み
に
前
の
花
言
葉
は
“
孤
独

の
誇
り
ク
。「文
学
は
孤
独
な
魂
か
ら

の
み
生
ま
れ
る
（
別
所
氏
）」
と
い

う
。
繭
と
い
う
言
葉
の
イ
メ
ー
ジ
と

優
し
さ
、
孤
独
の
誇
り
に
魅
せ
ら
れ

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
…
。
 

太
宰
治
の
生
活
と
文
学
の
底
に
 

か

れ
ん
 

は
、
花
の
美
し
さ
、
可
憐
さ
（
優
しさ
）
 

が
絶
え
ず
流
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

太
宰

を
し
の
ぶ

・
そ
の
文
学
の
魅
力
⑩
 

金
木
町
太
宰
会
々
長
 

津
軽
・
金
木
・
太
宰
…
④
 

木
 
下
 
巽
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金
木
病
院

力
ル
テ
⑩
 

肝
臓
能
障
害

と
肝
 (

 

肝
疾
患
と
日
常
生
活
 

4 

健
診
等
で
肝
機
能
障
害
を
指
摘

さ
れ
た
と
い
う
方
も
少
な
く
な
い

と
思
い
ま
す
。
肝
臓
は
自
覚
症
状

が
出
に
く
い
臓
器
で
あ
り
、
か
な

り
症
状
が
進
ま
な
い
と
自
覚
症
状

が
出
な
い
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら

肝
障
害
を
早
期
に
発
見
し
、
原
因

を
特
定
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

肝
臓
に
は
様
々
な
働
き
が
あ
り

最
も
大
切
な
臓
器
の
ー
つ
で
す
。
 

肝
臓
の
主
な
働
き
と
し
て
は
、
栄

養
素
を
分
解
し
て
た
く
わ
え
る
貯

蔵
作
用
、
た
ん
ぱ
く
質
を
合
成
し

て
身
体
の
も
と
を
つ
く
る
代
謝
作

用
ア
ル
コ
ー
ル
、
薬
物
、
食
物
中

の
有
毒
物
質
を
分
解
す
る
解
毒
作

用
胆
汁
を
つ
く
り
、
食
物
の
消
化

を
助
け
る
消
化
排
池
作
用
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
肝
障

害
が
進
行
し
た
場
合
に
そ
れ
ら
の

働
き
が
低
下
す
る
こ
と
で
、
様
々

な
症
状
が
お
こ
っ
て
く
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
で
は
、
肝
障
害
を
お

こ
す
原
因
と
な
る
も
の
に
は
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
ど
ん
な
症

状
や
特
徴
が
あ
る
の
か
、
一
つ
ず

つ
書
い
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
 

■

ウ
ィ
ル
ス
性
肝
炎
 

肝
臓
病
の
主
な
も
の
に
肝
炎
が

あ
り
ま
す
。
肝
炎
の
原
因
で
最
も

多
い
の
は
、
ウ
ィ
ル
ス
性
肝
炎
で

す
。
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
に
は
、
食
べ

物
な
ど
で
感
染
す
る
A
型
と
血
液

に
よ
り
感
染
す
る
B
型
、
c
型
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
肝
炎
に

は
急
性
肝
炎
、
慢
性
肝
炎
が
あ
り
、
 

慢
性
肝
炎
が
進
行
す
る
と
肝
硬
変

と
い
わ
れ
る
状
態
に
な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
頻
度
は
少
な
い
の
で
す
が

急
性
肝
炎
が
急
激
に
悪
化
す
る
劇

症
肝
炎
と
呼
ば
れ
る
病
態
も
あ
り
、
 

激
し
い
肝
炎
の
た
め
死
亡
率
も
高

く
怖
い
疾
患
で
す
。
肝
炎
ウ
ィ
ル

ス
の
中
で
B
型
と
c
型
は
慢
性
化

に
注
意
が
必
要
で
、
特
に
c
型
で

は
、
肝
機
能
異
常
が
は
っ
き
り
出

現
し
な
い
例
も
合
わ
せ
る
と
約
八

〇
％
で
慢
性
化
す
る
と
も
言
わ
れ

て
お
り
、
さ
ら
に
十
五
年
か
ら
一
一

十
年
の
間
に
c
型
慢
性
肝
炎
の
一
一

五
、
三
〇
％
で
肝
硬
変
に
移
行
し

た
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。
肝

硬
変
に
な
る
と
肝
機
能
の
低
下
の
 
 

た
め
、
疲
れ
や
す
い
な
ど
の
症
状

が
出
る
ほ
か
、
肝
硬
変
が
進
行
す

る
こ
と
で
黄
痘
、
下
肢
の
む
く
み
、
 

食
道
静
脈
痛
と
い
っ
た
病
態
が
出

現
し
、
重
症
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
他
肝
癌
の
発
生
の
危

険
も
高
く
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
慢
性
肝
炎
、
肝
硬
変
と
も
定

期
的
な
採
血
、
超
音
波
検
査
、
場

合
に
よ
っ
て
は
、
胃
カ
メ
ラ
、
C
 

T
な
ど
の
検
査
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
慢
性
肝
炎
で
六
カ
月
に
一
回
、
 

肝
硬
変
で
は
三
カ
月
に

一
回
の
定

期
検
査
は
必
要
と
思
い
ま
す
。
症

状
が
出
る
前
に
治
療
を
開
始
す
る

こ
と
で
、
病
気
の
進
行
を
防
ぐ
こ

と
が
大
切
な
の
で
す
。
ま
た
症
例

に
よ
っ
て
は
、
慢
性
肝
炎
の
う
ち

に
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
そ
の
も
の
を
排

除
し
て
治
療
す
る
イ
ン
タ
ー
フ
エ

ロ
ン
と
い
う
治
療
が
有
効
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。
 

目
ァ
ル

コ
ー
ル性
肝
障害
 

近
年
、
ァ
ル
コ
ー
ル
消
費
量
の

の
増
加
と
と
も
に
ア
ル
コ
ー
ル
に

よ
る
肝
障
害
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
 

(
 

高
脂
血
症
や
糖
尿
病
肥
満
と
の
関

係
も
あ
り
ま
す
が
、
ア
ル
コ
ー
ル

常
用
者
は
脂
肪
肝
に
な
り
ゃ
す
く
、
 

さ
ら
に
飲
酒
を
つ
づ
け
る
こ
と
で

肝
炎
を
お
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

そ
れ
で
も
飲
酒
を
つ
づ
け
た
場
合
、
 

肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
が
な
く
て
も
肝
硬

変
ま
で
進
行
し
、
ウ
ィ
ル
ス
性
肝

硬
変
と
同
じ
よ
う
な
状
態
と
な
り

ま
す
。
日
本
酒
に
し
て
一
日
五
合

で
十
、
十
五
年
飲
み
つ
づ
け
た
場

合
に
高
い
割
合
で
発
症
す
る
と
い

う
デ

ー
タ
が
あ
り
ま
す
。
最
も
有

効
な
治
療
は
、
断
酒
で
す
。
脂
肪

肝
、
肝
炎
の
段
階
で
ア
ル
コ
ー
ル

摂
取
を
お
さ
え
る
こ
と
で
か
な
り

の
改
善
が
望
め
ま
す
。
身
体
の
た

め
に
は
飲
み
す
ぎ
に
は
注
意
が
必

要
で
す
。
逆
に
飲
み
な
れ
な
い
人

が

一
気
に
飲
ん
だ
時
の
急
性
ァ
ル

コ
ー
ル
性
肝
炎
で
は
、
亡
く
な
っ

た
方
も
お
り
注
意
が
必
要
で
す
。
 

ま
た
、
酒
に
酔
わ
な
い
か
ら
と
い

っ
て
肝
臓
が
強
い
と
い
う
わ
け
で

は
な
く
、
逆
に
酒
に
強
い
人
の
方

が
多
く
の
お
酒
が
体
に
入
る
こ
と

か
ら
肝
障
害
を
お
こ
す
こ
と
が
多

い
の
で
す
。
 

目
そ
の
他

の
肝
障
害
 

そ
の
他
に
肝
障
害
を
き
た
す
場

合
と
し
て
は
、
薬
に
よ
る
薬
剤
性

肝
障
害
、
自
己
免
疫
性
肝
炎
、
肝
 
 

炎
ウ
ィ
ル
ス
以
外
の
ウ
ィ
ル
ス
性

肝
炎
s
L
Eな
ど
の
勝
原
病
に
伴

っ
た
肝
炎
な
ど
様
々
な
疾
患
が
あ

り
ま
す
。
原
因
の
特
定
に
は
、
診

察
の
他
、
様
々
な
採
血
画
像
診
断

等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
 

脂
肪
肝
の
原
因
に
は
、
ア
ル
コ
 

ー
ル
性
、
高
脂
血
症
、
糖
尿
病
な

ど
が
あ
る
こ
と
は
述
べ
ま
し
た
が
、
 

治
療
に
あ
た
っ
て
は
、
ア
ル
コ

ー
 

ル
の
過
剰
摂
取
を
ひ
か
え
る
他
脂

肪
の
少
な
い
魚
や
鶏
肉
な
ど
の
良

質
な
タ
ン
パ
ク
を
多
く
と
る
こ
と
、
 

脂
肪
を
制
限
し
、
糖
分
、
炭
水
化

物
、
タ
ン
パ
ク
質
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
と
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
標
準

体
重
を
大
き
く
上
回
る
方
は
食
事

摂
取
量
全
体
の
カ
ロ
リ
ー
制
限
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
適
度
な
運
動
 

（
散歩
な
ど
の
軽
い
運
動
を
あ
る

程
度
の
時
間
、
毎
日
続
け
る
）
が

大
切
で
す
。
次
に
肝
炎
で
は
急
性

期
に
十
分
な
栄
養
、
安
静
が
必
要

で
あ
り
、
ま
た
肝
硬
変
で
食
事
制

限
や
、
あ
る
程
度
の
安
静

（
特
に

食
後
の
安
静
）
な
ど
が
必
要
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

肝
疾
患
は
症
状
が
出
に
く
い
疾

患
で
す
。
健
診
、
定
期
検
査
を
生

か
し
て
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療

に
こ
こ
ろ
が
け
ま
し
ょ
う
。
 

(9）広報かなぎ 



ま
 
ゆ
 
か
 

山

口

真
優

加
ち
ゃ
ん
（
5
月
1
0日
生
）
 

仲
良
く
あ
く
し
ゆ
し
ち
ゃ
た
。
 こ
れ
か
ら
 

前年同月比 

△ 54人

△ 50人 

△ 104人 

0 
	ノ 

5 月末現在 

男 	5,70l人 

女 6,279人

計 11,980人

世帯数 4,061 
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町内交通危険箇所検証 6/6 

●場 

●検 

●道路図 
所 奴温泉入口付近 

欝 
●交通状況 

ピ―ドが出やすく交通量も多いが、奴温泉入口付
近はタ方から温泉利用客の出入りが多くなるため、 
大変危険です。 

入口手前で緩やかなカ一ブになっており、温泉入
口付近は建物の影になっているため見通しが悪い。 

く、突然出てくることが考えられるため、嘉瀬バ
イパスを通行する車はスピ一ドを控えめに走行し
てください。 

嘉瀬バイバス（国道339号）は道幅が広いためス 

証 
上の図の通り、金木方面から来た場合、温泉の 

また、温泉から出てくる車は、左右の視界が悪 

金木町交通安全対策協議会 
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新
婦
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智
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ゆ
 

一
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窒
角
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』

★
ご
釦を
引
割
乞
いる
方
はお
気軽
に金
木
町
中央
公
民館
〉
 

』
 
（
公
五
三
ー
三

五
八

一
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

＼
 

《
 
す
べ
て

事
務
局
が
手
配

い
た
し
ま
す
。
 

叫
 

一

入
蒸
携

鰻

m
陶
麓
略
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戸
籍
の
窓
 

五
月
届
出
分

お
め
で
と
う
 

成
田
 

岬

（
幸司
）
中
柏
木

古

川
 
瑛

悠

（
博
基）
金
 
木

山
口

真
優
加
（
勝
治
）
金
 
木

秋

元
 
磁

（
克文
）
蒔
 
田
 

お
し

あ
わ

せ
に
 

（
斉
藤
 
彰

（
孝男
）
森
田
村
 

〈
白
川
利
佳
子
（
由
徳
）
嘉
 
瀬
 

露

醜
一
柳
麟一
（贈
 

（」
中
詳
「
販

一
野
瞬
 

お
く
や
み
 

善

男
（
7
6才
）
金
 
木

正
津

（7
5才
）
嘉
 
瀬

キ
ミ
エ
（
6
4才
）
喜
良
市
 

(6
7才
）
喜
良
市
 

(6
3才
）
金
 
木
 

(8
6才
）
喜
良
市
 

(9
1才
）
中
柏
木
 

治

（5
4才
）
金
 
木
 

こ
の
欄
は
金
木
町

に
住
所
を
有
し
て
い

る
方
々
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
 

掲
載
を
希
望
し
な

い
方
は
町
民
課
窓
口

に
届
出
の
際
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。
 

ン
 

（“ダ

ー
 

う
「
ロ
伝
「！声
被
 
ノ

ー
 

⑥
届
い
て
い
ま
す
 

●

五
月
十
二
日
 

鍵
三
個

（
鈴付
）
 

小
林
家
具
店
前
路
上
 

●

五
月
二
十
八
日
 

バ
ッ
チ

（
ドラ
エ
モ
ン
）
 

芦
野
公
園
内
 

●

」ハ
月
四
日
 

ジ
ャ
ン
パ

ー

（
グレ
ー
）
 

中
柏
木
鎧
石
路
上
 

●

六
月
八
日
 

財
布
（
茶
色
、
二
つ
折
り
）
 

金
木
タ
ウ
ン
セ
ン
タ

ー
 

ノ
ア
秋
元
衣
料
店
内

心
当
た
り
の
方
は
金
木
警

察
署
落
し
物
係
ま
で
 

●

五
月
二
十
八
日
 

帽
子
（
紺
色
、
P
a
  p
p
)
 

町
運
動
公
園
内
 

心
当
た
り
の

方
は
、
役
場
 

総
務
課
ま
で
 

⑨
係
か
ら
 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
し

た
い
方
は
企
画
観
光
課
ま
で
。
 ×

 

お
詫
び
と
訂
正
 

広
報
か
な
ぎ
五
月
号
に
誤
り
 

が
あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正
し
て
 

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
 

▼
十
ペ
ー
ジ
 

「
お
め
で
と
う
・
は
じ
め
ま

ル
に
」
欄
の
山
中
悠
夢
ち
ゃ
ん

悠
夢
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
 

はじめまして 

津原中白竹新山角 

島田村川谷岡中 田 

教イ 本勝幾

治ソ真衛代 

	ノ 

も
よ
ろ
しく
ねワ
 
（
兄
 裕

也
よ
り
）

×
 〔
人
口
と
世
帯
〕
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